
神戸大学・医学研究科・特命教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

超短エコー時間核磁気共鳴画像法を用いた新たな肺形態・機能画像診断法の開発

New Pulmonary MR Imaging with Ultra-Short TE for Morphological and Functional 
Evaluations

３０３２４９２４研究者番号：

大野　良治（Ohno, Yoshiharu）

研究期間：

１５Ｋ０９９２３

平成 年 月 日現在３０   ５ ３１

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）： 本研究においては（1）肺末梢構造解析や肺形態診断が可能な肺形態診断用超短エコ
ー時間核磁気共鳴画像法（Pulmonary MR imaging with ultra short echo time: UTE-MRI）撮像法を最適化する
とともに，（2）新たに肺機能診断用UTE-MRI撮像法，画像解析装置やソフトの開発を行った。あわせて，呼吸器
疾患にて形態・機能診断能を他の画像診断法と比較検討した。

研究成果の概要（英文）：    This study was to determine the appropriate sequence for (1) 
morphological and (2) functional evaluations by pulmonary MR imaging with ultra-short TE (UTE-MRI), 
and develop the software in this setting.  In addition, the newly developed UTE-MRI was directly 
compare the capability for pulmonary functional and morphological changes with other modalities in 
patients with pulmonary diseases.  

研究分野： 放射線医学

キーワード： 放射線医学　生体情報
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１．研究開始当初の背景 
呼吸器疾患においてコンピューター断層

撮影 CT（Computed Tomography: CT）に基
づく形態診断と核医学検査である換気・血流
シンチグラフィー（Ventilation/Perfusion 
Scan: 以下 V/Q scan）による機能診断が行わ
れている。あわせて，2000 年以降新たな形
態・機能画像診断法としての 1.5 或いは 3 テ
スラ（Tesla: T）核磁気共鳴（Magnetic 
Resonance: MR）装置を用いた核磁気共鳴画
像 (Magnetic Resonance Imaging: MRI) の
肺機能イメージング法が開発されている。ま
た，2010 年以降は 3.0 T MR 装置を用いた超
短エコー時間を用いた核磁気共鳴画像法 
(Ultra-Short TE MR Imaging: UTE-MRI)を
開発し研究を継続的に行い，国内外の学会や
一流誌に発表を行ってきた。  
 
２．研究の目的 
 本研究においては（１）MR 装置による肺
実質の画像化や定量的形態評価の可能にす
るとともに，（２）新たな換気・血流 MR 画
像法を UTE-MRI を基に開発し，呼吸器疾患
における携帯・機能診断能を評価する。 
 
３．研究の方法 
（１）肺形態診断用 UTE-MRI 開発における基
礎および臨床的検討として，超短エコー時間
を複数設定するなどした肺形態診断用
UTE-MRIを撮像するとともに，CT検査を行う。
そして，各種画像所見の描出能を統計学的に
検討した。あわせて肺形態診断用 UTE-MRI 専
用の画像フィルターなどの開発を行う。 
 
（２）肺機能診断用 UTE-MRI 開発における基
礎および臨床検討では肺形態診断用 UTE-MRI
を複数のフリップ角や超短エコー時間にて，
ガドリニウム造影剤を使用した肺血流
UTE-MRI を撮像するとともに，CTや V/Q scan
や肺機能検査を併せて施行する。そして，得
られた肺機能診断用UTE-MRIに用画像解析装
置及びソフト開発を行う。 
 
（３）肺形態診断用及び機能診断用 UTE-MRI
情報の融合に向けた基礎および臨床検討と
して呼吸器疾患患者におけるUTE-MRI画像に
おける肺局所の形態及び機能診断能の妥当
性に関して視覚的に評価するとともに，薄層
CT 等の画像診断および肺形態診断及び機能
診断 UTE-MRI を統計学的に比較検討し，その
臨床的有用性を検討する。 
 
 

４．研究成果 
（１）肺形態診断用 UTE-MRI 開発における基
礎および臨床的検討として，超短エコー時間
を複数設定するなどした肺形態診断用
UTE-MRI を撮像した。そして，各種画像所見
の描出能を CT と比較し，同等の描出能を有
していることを明らかにした。あわせて肺形

態診断用UTE-MRI専用の画像フィルターなど
を開発した。 
 
（２）肺機能診断用 UTE-MRI 開発における基
礎および臨床検討では肺形態診断用 UTE-MRI
を複数のフリップ角や超短エコー時間にて
ガドリニウム造影剤を使用した肺血流
UTE-MRI を撮像するとともに，CTや V/Q scan
や肺機能検査を併せて施行した。そして，得
られた肺機能診断用UTE-MRIに用画像解析装
置及びソフト開発を行った。 
 
（３）肺形態診断用及び機能診断用 UTE-MRI
情報の融合に向けた基礎および臨床検討と
して呼吸器疾患患者におけるUTE-MRI画像に
おける肺局所の形態及び機能診断能の妥当
性に関して視覚的に評価するとともに，薄層
CT 等の画像診断および肺形態診断及び機能
診断 UTE-MRI を統計学的に比較検討し，他の
画像診断と同等以上の形態・機能診断能を有
していることを明らかにした。 
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